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テルル毒本 No.4

山田國廣著

『福島県における2012年以後の小児甲状

腺がん多発の原因は 100％、原発事故要

因によるものであった』

2008 年から 2018 年の福島県における男女 5 歳刻み年齢階層

別・甲状腺がん罹患率（10 万人当たりの罹患 数）のトレンド解

析による原発事故寄与率（％）の算定結果

福島原発事故被害放射能毒・化学毒原因裁定を求める会
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◎福島県における 2008 年から 2018 年の男女５歳刻み年

齢階層別甲状腺がん罹患率のトレンド解析による原発事故

寄与率（％）は、9 歳から 14 歳年齢階層では 100％、15 歳

から 24 歳では 90％台の原発事故寄与率で

①原発事故前（2008 年～2010 年）の福島県にお

ける小児甲状腺がん罹患率はほとんどゼロであ

った。

②原発事故後（2012 年～2018 年）の 5 歳から 9

歳では平均罹患率が0.3、10歳から14歳では平

均罹患率が 5.0 へ急上昇した。

③結論（福島県における小児甲状腺がん多発の

原因）「福島県における 2012 年以後の小児甲状

腺がん多発の原因は 100％、原発事故要因によ

るものであった」。
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データ解析に使用した「県別・年齢階層別の小児

甲状腺がん罹患率」の出典紹介
注：以下の国立がんセンターのホームページ（ganjoho.jp)の「全国がん罹患モニタリング集計」に入

ると、右下ページのように「罹患数・率報告」が 2015年から 2003年まで報告書の形で見ることがで

き、ダウンロードも可能です。

データ解析は、年別の報告書から、県別、年別の該当するページをコピーして、エクセル情報と

しグラフ化して掲載しています。

この情報は ganjpho.jp/public/qa_links/report/ncr/monitoring.html から入手できます。また

ネット検索画面で「全国がん情報モニタリング集計」と入れていただければ、いつでも、だれでも、

簡単に入手できます。
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国立がん研究センター、がん情報サービスの「が

ん統計、集計表ダウンロード」 、全国がん登録

罹患データ（2016 年～2018 年）」、「地域がん登

録 全国推計：がん罹患データ（1975 年～2015

年）
URL:https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/data/dl/index.html
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国立がん研究センター、がん情報サービス「院内が

ん登録全国集計」

2008 年から 2020 年までの 47 都道府県別、全がん

27 部位に関する罹患数などのデータを入手可能
URL:https://ganjoho.jp/public/qa_links/report/hosp_c/hosp_c_registry.html
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小児がんと AYA(思春期とヤング・アダルト世代)

のがんの順位
(1)小児がん:1白血病(38%)、脳腫瘍(16%),リンパ腫(9%),胚細胞腫瘍・性細胞腫(8%)、
神経芽腫(7%)
(2)15歳~19歳:1白血病(24%)、胚細胞腫瘍・性細胞腫(17%), リンパ腫(13%)、脳腫
瘍(10%)、骨髄腫(9%)
(3)20 歳~29 歳:1 胚細胞腫瘍・性細胞腫(16%)2 甲状腺がん(12%)、白血病(11%),
リンパ腫(10%)、子宮腫(9%)
(4)30 歳~39 歳:1 女性乳がん(22%)、子宮頸部がん(13%),胚細胞腫瘍・性細胞須臾
(8%)、甲状腺がん(8%)、大腸がん(8%)
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2008年から 2018年の全国における男女5歳刻

み年齢階層別・甲状腺がん・罹患率(10 万人当た

り)
文献1国立がんセンターのホームページ(ganjoho.jp)の「全国がん罹患モニタリング集
計」
URL:ganjpho.jp/public/qa_links/report/ncr/monitoring.html
全国がん登録罹患データ(2016 年~2018 年)」、「地域がん登録 全国推計:がん罹患
データ(1975 年~2015年)
URL:https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/data/dl/index.html
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2008年から 2018年の福島県における男女5歳
刻み年齢階層別・甲状腺がん・罹患率(10 万人当
たり)
文献1国立がんセンターのホームページ(ganjoho.jp)の「全国がん罹患モニタリング集
計」
URL:ganjpho.jp/public/qa_links/report/ncr/monitoring.html
全国がん登録罹患データ(2016 年~2018 年)」、「地域がん登録 全国推計:がん罹患
データ(1975 年~2015年)
URL:https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/data/dl/index.html
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2008 年から 2010 年(原発事故前)の福島県・男

女甲状腺がん・平均罹患率における年齢階層別

分布

注 1:棒グラフは 2008 年から 2010 年の平均罹患率

注 2:原発事故前の 5 歳~9 歳の男女甲状腺がん平均罹患

率は 0、10 歳~14 歳は 0、15 歳~19 歳は 1.0 であった。
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2011 年から 2018 年（原発事故後）の福島県・男

女甲状腺がん・平均罹患率における年齢階層別

分布
注１：棒グラフは2008年から2010年の平均罹患率 注2：原発事故後の5

歳～9 歳の平均罹患率は 0.3、10 歳～14 歳は 4.4、15 歳～19 歳は 17.1

へと急上昇していた
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2008 年から 2010 年と 2011 年から 2018 年の全

国男女甲状腺がん・平均罹患率における年齢階

層別分布の比較
注：全国の男女年齢階層別甲状腺がんの原発事故後の罹患率は原発事

故に比べて年齢が増加するとともに増 加率がわずかに増加してい行く傾

向があった。
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2011 年から 2018 年（原発事故後）の福島県と全

国の男女甲状腺がん・平均罹患率における年齢

階層別分布の比較
注：福島県と 5 歳から 24 歳の原発事故後の男女甲状腺がん罹患率は全
国の罹患率に比べて急増していた。
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2008年から2010年（原発事故前）と2011年～
2018 年（原発事故後）の福島県における 5 歳刻
み年齢階層別甲状腺がん・平均罹患率の比較
注：福島県における 5 歳から 24 歳までの男女甲状腺がん罹患率は原発事

故後に急増していた。



14

2008 年から 2018 年の福島県男女甲状腺がん
全年齢階層のトレンド解析
注：福島県における男女全年齢階層甲状腺がん罹患率の原発事故要因平

均寄与率は 30％台である。
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2008 年から 2018 年の全国男女全年齢甲状腺
がん罹患率のトレンド解析
注：全国の男女全年齢階層甲状腺がん罹患率の原発事故要因平

均寄与率は 8％である。
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2008年から2018年の福島県男女甲状腺がん5

歳~9歳年齢階層のトレンド解析

注：5 歳から 9 歳年齢階層の原発事故寄与率は 100%である。
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2008 年から 2018 年の福島県男女甲状腺がん
10歳~14 歳年齢階層のトレンド解析
注：10 歳から 14 歳の男女甲状腺がん罹患率の原発事故要因寄

与率は 100％である。
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2008 年から 2018 年の福島県男女甲状腺がん
15歳~19 歳年齢階層のトレンド解析
注：15 歳から 19 歳の男女甲状腺がん罹患率の原発事故要因平

均寄与率は 90％台である。
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2008 年から 2018 年の福島県男女甲状腺がん

20歳~24 歳年齢階層のトレンド解析
注：20 歳から 24 歳の男女甲状腺がん罹患率の原発事故要因平
均寄与率（％）は 90％台である。
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2008 年から 2018 年の福島県男女甲状腺がん
35歳~39 歳年齢階層のトレンド解析
注：35 歳から 39 歳の男女甲状腺がん罹患率の原発事故平均寄
与率（％）は 80％台である。
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2008 年から 2018 年の福島県男女甲状腺がん
45歳~49 歳年齢階層のトレンド解析
注：45 歳から 49 歳の男女甲状腺がん罹患率の原発事故要因平

均寄与率は 80％台である。
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2008 年から 2018 年の福島県男女甲状腺がん
55歳~59 歳年齢階層のトレンド解析
注：55歳から59歳の男女甲状腺がん罹患率の原
発事故要因平均寄与率は 40％台である。
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2008 年から 2018 年の福島県男女甲状腺がん
65歳~69 歳年齢階層のトレンド解析
注：69 歳から６９歳の男女甲状腺がん罹患率の原発事故要因平均

寄与率は 20％台である。
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